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令和４(2022)年度　第３回　教養講座

【 講　　　師 】

　林田　健志　先生

　「創傷」は、以前からさまざまな領域で研究され、その対応方法が報告されてきまし

たが、ここ10年程度で明らかになったことが多数あります。例えば、傷にとって消毒薬

は害であること、湿潤療法が早く傷を治すこと、ケロイドを防ぐ手術方法の確立などが

あります。しかしながら、中途半端な知識や技術によって「創傷」の対応方法を誤って

しまうと、取り返しのつかない瘢痕が残ったり、さらには重篤な細菌感染症を引き起こ

す可能性があります。学校保健やスポーツ教育の現場でも、医療従事者が不在であれ

ば、学校教員等がケガの対応をしなければなりません。本講演では、そういった場合

に、適切な初期治療がいかに大事かを含めて、創傷の治癒過程から見た、最新の創傷処

置方法について述べます。

【 配 信 日 】

（島根大学医学部附属病院形成外科　診療科長、准教授）

【 演　　　題 】

「創傷（ケガ）の処置方法」

【 講義の概要 】


